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ノ酸を定量するためのアンモニア堆積岩中のアミ
塩の除去法

升

優 子
÷

原巾

残存するかどうかを調べるためにはとくに正確な

分析値が要求される。 この報告は中・古生代層の

アミノ酸含有量を知る目的で，アミノ酸溶液から

アンモニア塩を除去する方法を検討した実験記録

である。

I まえがき

堆積岩中のアミノ酸を定量する方法として，粉

末とした堆積岩試料を塩酸で加水分解し，分解液

中の無機塩類を強酸性イオン交換御旨で除去した

後，アンモニア水でアミノ酸を溶離し，アンモニ

ア水を減圧蒸溜して純粋のアミノ酸を回収し，比

色定量する方法が一般におこなわれてきた。しか

し， イオン交換樹脂に吸着したアミノ酸をアンモ

ニア水で溶離する時， また溶離液を濃縮する時，

アンモニアが塩となって濃縮液中に残り，ニンヒ

ドリン試薬によるアミノ酸の定量値に＋の誤差を

あたえやすい。その誤差を除くため，筆者はあら

かじめネスラー・ニンヒドリン吸光度換算表を作

製しておき，アンモニア塩の共存によって生じた

誤差を補正した（市原， 1969)。そして， この方

法は11中数1 0浬’以上のアミノ酸をもつ堆積

岩については有効であった。しかし，アミノ酸含

有量がさらに減少すると，アンモニア塩の量がア

ミノ酸の量に対して過大すぎ，補正表を使ったく

らいでは正確なアミノ酸含有量を求めるのが困難

とたる。注た，中・古生代の堆積岩にアミノ酸が

Ⅱ アンモニア塩の除去法

アンモニア塩を除去する方法として, OH形陰

イオン交換樹脂を用いる法と，水酸化ナトリウム

を用いる法とか考えられる。両法ともアンモニア

塩を水酸化アンモニウムとなし，煮沸して除去す

る方法である。しかし，陰イオン交換樹脂はアミ

ノ酸を吸着するので，吸着されたアミノ酸を回収

する操作が面倒である。水酸化ナトリウムを用い

る方法はStevensonet al (1970)が

堆積物のアミノ酸分析に用いている。StevensOn

らは50～125岬の堆積物を加水分解し，脱塩す

ることなしに，アンモニア塩を水酸化ナトリウム

で除去してアミノ酸を定量した。しかし， 日本の

中・古生代層に含注れる微量のアミノ酸を分析す

るには201以上の試料を用いなければならず，

脱塩の過程をはぶくわけにはいか左い･また，ア

ミノ酸が脱塩されているならば，定量後の残液を粥大阪市立大学理学部地学教室

－8－



用いてペーパークロマト法．薄層クロマト法によ 第1表蒸溜時間にともなう吸光度の変化

りただちにアミノ酸の種類を同定することができ 発色条件は市原（1969）と同じ

る。筆者は， イオン交換樹脂から水酸化アンモニ

ウムでアミノ酸を溶離した液を濃縮した段階で， 測蒸溜 吸光度 蒸溜後
定時間一

アンモニア塩を除去する方針をたて,そのための
液鋤NeselerNinhydrinの液量

基礎実験をおこなった。その概要は次のようであ

辮農A 5 0.170 0.82○る。

>Z墓｡ 15 q002 0.43， 約f
Ⅲ実験の概要と結果 酸モ

アミノ酸としてｶザﾐﾉ酸(ｶゼｲﾝ加水分解 とン 0 25 -0.002 0.412 約当
物）の53”／1 00”溶液を，アンモニア塩と 力 酸

して塩化ｱﾝﾓﾝのｲ‘2"/↑00鰊‘溶液を用箪鴬｡ 0 0.015 0.447
意し，両者の混合液からアンモニア塩を完全に除 ノ 液

去するための条件と，その除去過程がアミノ酸の

定量値にあたる影響を検討するために次のような

実験をお､となった。 第2表フェノールフタレイン・塩化ナトリウム

カザミノ酸溶液10池と塩化アンモン溶液1 0 の吸光度への影響
巍噸分

測定液

吸光度

NeSeユer Ninhydrin

５５５
２１

0．170

qOO2

p

－0．002

ＡＢ０

0．820

0．430

0．412

， 0．0150 0．447

秘をロータリーエバポレークー用ナス形フラスコ

（100減用）に分取したものを3個用意する。

そこに5規定水酸化ナトリウム2滴を加え， ロー

タリーエバポレーターを用いて40℃で減圧蒸溜

する。フラスコ内の圧力が50"Hg童で下って

からそれぞれのフラスコについて一定時間， 5分

・ 15分． 25分，蒸溜をつづけ，残液に1規定・ 15分． 25分，蒸溜をつづけ，残液に1規定 A:カザミノ酸4.3"を含む液1 0"zgを純水で

塩酸を滴下してpH5附近まで中和し(BOG 50秘に稀釈した液, B :カザミノ酸4.3"を含

pH試験紙使用) ,蒸溜水を加えて50"'とする。 む液1 0秘にフェノールフタレイン1滴・5規定

蒸溜時間に応じてそれぞれをA液･B液･ O液と 水酸化ナトリウム2滴を加え, 1規定塩酸で中和

する。また別にカザミノ酸1 0”を蒸溜水で50 後， 50"に稀釈した液，発色条件は市原（1969）

”に稀釈し，液をつくる。これら4種の液から1 と同じ。

”を分取し，ネスラーお､よびニンヒ!､.リン試薬に

対する吸光度をそれぞれ測定した。結果は第1表 に対する吸光度が0．015であることからわかる）

のようである。 がニンヒト．リン試薬と反応したため生じたもので

ネスラー試薬に対する吸光度の変化からわかる ある。D液のネスラー試薬に対する吸光度0.015

ように， 20秘中16．2”存在する塩化アソモン を筆者のもつネスラー．ニンヒドリン吸光度換算

はアルカリ性で15分減圧蒸溜することにより大 表（市原， 1969）を用いてニンヒドリンに対する

部分除去され， 25分蒸溜することによって完全 値に換算し，0．447から差引くと0．412となり，

に除かれる。次に，この操f鰯ミアミノ酸の定量値 C液のニンヒト．リン試薬に対する吸光度と一致す

にあたえる影響について検討すると， カザミノ酸 る。したがって，アミノ酸は40℃， 25分のア

のみ含有する溶液(D液）のニンヒト鯵リンに対す ルカリ存在下におけ減圧蒸溜によっ.て何ら影響を

る吸光度が0．447，一方カザミノ酸・塩化アンモ うけていないことがわかる。蚕た水酸化ナトリウ

ン混液から塩化アンモンを完全に除いた溶液(o ムの中和によって生じた塩化ナトリウムがアミノ

液）のそれが0．412で,一見アミノ酸が蒸溜によ 酸の定量値に全く影響し友いことは別に用意した

り失なわれたかにみえる。しかし， この差はカザ 溶液についてたしかめられた。 （第2表）

ミノ酸溶液にごく少量含まれているアンモニア或

はアンモニア塩（その存在はD液のネスラー試薬

－9－

測定液

Ａ
Ｂ

吸 光 度
(Nユnhydrin）

0．378

0．377



に何滴かの水酸化ナトリウムを追加し完全にアン

モニア塩を除くことができる。フェノールフタレ

インの添加がアミノ酸の定量値に影響しないこと

は第2表からわかる。

従来おこなってきたアミノ酸分析法に， ここに

記したアンモニア塩の除去過程をそう入すると，

比較的僅かの労力で正確なアミノ酸定量値をえる

ことができる。をたこの操作によって，アミノ酸

中にアンモニア塩が入らないよう配慮する努力は

かなり軽減される。

Ⅳまとめ

堆積岩中のアミノ酸を分析した時の筆者の経験

によると，堆積岩試料201を加水分解した場合，

アミノ酸の溶離液を減圧蒸溜して濃縮すると，研

究室の状態（主に塩酸蒸気の有無） ・蒸溜水の純

度・溶離に要した時間等によって種点ではあるが

普通1噸内外のアンモニア塩（主に塩化アンモン）

がアミノ酸と共に濃縮される。試料201までの

分析ではこの値が10噸をこえみととはほとんどな

い。したがって実際に堆積岩試料を分析する場合

には，脱塩後のアミノ酸の溶離液を約20秘凌で

濃縮しず前記の実験にしたがって処理すれば正確

な定量値を求められるはずである。なお､，水酸化

ナトリウムを加える前にフェノールフタレインを

1滴加えておくと中和点を知るのに便利である（

1規定塩酸を滴下し丁度紅色が消えたところが約

pH5である）。またフェノールフタレインを加

えておくと，何らかの原因で多量のアンモン塩が

存在する場合，蒸溜中に紅色が消えるので，さら
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提濃縮過程の適当なところでSi02 ．A1(OH)3

等の析出物を遠心分離によって除去しておく。
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コノ トﾞン 卜動物の発見とその意義

升 升箭

後藤仁敏・コノト．ン|､団研ク・ループ

I まえがき 古くからの研究者であるミシガン州立大学のSCOtt

l856年にPanderによって発見されて以 により確認され，同年9月の北米古生物学会議で発

来， 1 20年近くもの間，左ぞの動物であった． 表され，世界中の古生物学者をおどろかせた。

ノドントの正体が，あきらかにされようとしてい MeltonとSCOttの共同研究は，翌年5月

る。発見者は，モンタナ大学のMeltonで， アメリカ地質学会主催のコノドントに関するシンポ

1969年7月，多くの魚類化石とともに採集さ ジウムで公表され，その記録が1 973年に出版さ

れた奇妙な化石のなかに， コノドントの集合体が れた。さらに，新しく発見された標本について，

みつかったのである。この発見は，コノト謬ン卜の ScO'Ctが同年別の論文を発表している。

Mel･1,onand Scott(1975)の全訳は，コ

共東京医科歯科大学歯学部第2口腔解剖学教室 ノト・ン卜団体研究グループにより，地学団体研究会

･W連絡先：群馬県山田郡大間々町1 227 の「地球科学」誌に近く掲載される予定である。こ

林 信悟 とでは， コノト・ン卜動物の概要と，その古生物学的

－10－


